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第３章 

計画の実現に向けて 
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計画の推進のために  １ 

 

 

 

 

（１）わかりやすい情報提供と障がいの理解促進 

ホームヘルプや相談支援をはじめとする各種サービスは、必要な人に十分に届

いていてはじめて機能しているといえます。そのため、当事者とその家族はもちろ

んのこと、潜在的なニーズがありながら支援につながっていない人たちにも情報

がいき届くよう情報提供のしかたを工夫します。  

また、地域で共にくらし、活動していくためには、地域の方が障がいについて理

解していることが求められます。広く市民に向け、障がい理解がすすむよう啓発に

とりくむことで、こころのバリアフリーを広げます。  

 

（２）障がいがある人やその家族のニーズの把握と反映 

各種の施策やサービスを効果的に実施・提供するために、施策の内容やサービス

の提供方法などについて、当事者やその家族、関係団体などへの調査や聞き取りな

どを通じ、意見やニーズの把握と反映につとめます。  

 

（３）町田市障がい者施策推進協議会との連携  

障がいがある人を、それぞれのライフステージに応じてきめ細かく支援してい

くために、関係機関との連携をより一層強いものにします。  

特に、障がい当事者を含む様々な分野の代表が集まる「町田市障がい者施策推進

協議会」は、市の障がい者施策について多角的な視点からご意見をいただく場であ

ることはもとより、関係機関の連携の場としてもとらえ、よりよい支援を検討して

いきます。  
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（４）庁内の連携と市職員の意識向上 

障がい者施策は、子どもから高齢者までのすべてのライフステージにまたがる

とともに、保健・医療、教育、まちづくり、文化芸術・スポーツなど分野が多岐に

わたります。  

計画の実行性を高め、効果的に障がい者施策を展開するために、庁内の各部署と

の連携をはかります。また、すべての市職員が障がいに配慮しつつ各自の職務をお

こなうことができるよう、市職員の障がい理解を深め、意識向上にとりくみます。 

 

（５）持続可能な制度の構築 

サービス利用者の増加やニーズの多様化の中でも、必要な人が必要なサービス

を安定して利用できるよう、人材や財源の確保策を含めた検討を行い、持続可能な

制度の構築につとめます。  

 

（６）感染症対策 

2020 年に生じた新型コロナウイルス感染症は、保健・医療にとどまらず、経済

活動、学校教育、福祉サービスの提供、水害や地震の際の避難のあり方など、生活

のあらゆる面に大きな影響をおよぼしています。障がいがある人は新型コロナウ

イルスに感染した場合の重症化リスクが高いとされています。このことを踏まえ

た上で的確な情報提供につとめるとともに、事業所の継続支援、福祉職員の安全確

保、利用者の生活支援などについて、町田市障がい者施策推進協議会や関係機関の

協力もえながら検討し、迅速に対応していきます。  

 

（７）国・東京都との連携や要望 

障がいがある人の地域生活を支える施策は、国や都の制度に基づき運営されて

いるものが少なくありません。国や都の新しい動向を注視しつつ、連携しながら施

策を推進します。また、利用者本位のより良い施策になるよう、国や都に対して必

要な要望を伝えるとともに、行財政上の措置を要請していきます。  
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＜町田市障がい者施策推進協議会の活動＞  

 

  2010 年 11 月、町田市は障がいがある人の施策を総合的に協議する

ため、市の附属機関として「町田市障がい者施策推進協議会」を設置し

ました。この協議会は、障がいがある人に関わる計画を検討するととも

に、すすみ具合をチェックし推進していく役割をになっています。協議

会には、「就労・生活支援」「相談支援」「障がい者計画」の 3 つの分野

で専門部会が設けられ検討をおこなっています。  

 

 

障害者権利条約のこのスローガンのもと、協議会と部会には身体・知

的・精神障がいがある人や難病のある人など、障がい当事者の方にも多

数参画いただいています。  

 

＜協議会の体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～わたしたち抜きに、わたしたちのことを決めないで～ 

障がい者計画及び障がい福祉事業計画の  

検討・進捗管理  

（設置：2016 年 11 月～）  

就労支援ネットワークの構築  

（設置：2011 年 11 月～）  

相談支援事業のネットワークづくり等を検討  

（設置：2012 年 10 月～）  

【協議会の役割】  

市の障がい福祉施策を総合的に協議  

【委員数】  

20 名  

相談支援部会 

町田市障がい者施策推進協議会 

障がい者計画部会 

就労・生活支援部会 
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計画の点検と評価  ２ 
 
 

 

 

 

  計画策定後は重点施策の進捗状況、サービス提供の体制や実績を点検、評価し、

その結果に基づいて改善していくという、「ＰＤＣＡ」のサイクルが必要です。  

  庁内における進捗状況の把握とともに、計画策定に向けて内容検討をおこなって

きた町田市障がい者施策推進協議会及び障がい者計画部会を通じて、計画の点検と

評価をおこない、必要に応じて改善をはかります。  

 

＜ＰＤＣＡサイクル＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市のすべての担当部署は、この計画の確実な実現に向けてそれぞれ検討を

おこない、課題を明らかにし、主体的にとりくみます。  

② そして毎年度、この計画のすすみ具合をまとめ、町田市障がい者施策推進

協議会に報告します。  

③ 町田市障がい者施策推進協議会及び障がい者計画部会は、障がいがある本

人や関係者の意見をきき、必要があると認めたときには、計画の変更や事業

の見直しなどの改善案を考えます。  

④ 市は町田市障がい者施策推進協議会の検討内容を踏まえ必要に応じ計画の

変更や事業の見直しにとりくみます。

③

ＤＯ 

ＣHECK 

ＡCT 

障がい者施策推進協議会 

改  善  町田市 

ＰLAN 

計画立案  

① 

② 

④

点検・評価  

実  行  


